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　平成27年の宮中歌会始の儀に
おいて皇太子殿下（現天皇陛下）
は、「山あひの紅葉深まる学び舎
に本読み聞かす声はさやけし」と
詠まれました。これは平成26年
の遊学の森で開催された全国育樹
祭の際に金山小に来校された時の
ことを詠まれたものです。金山小に
とっては特別な名誉であり、これを
記念し、新たな伝統を築いていこう

と金山小歌会始が始まりました。
　５・６年生の児童76名は、新
庄龍山短歌会（山田拓代表）の皆
さんから指導を受け、短歌につい
ての理解を深め、自分なりの歌を
詠みました。
　今年は３年ぶりに発表会を開催
し、最優秀・優秀作品に選出され
た９名が緊張しながらも心を込め
て短歌を詠みました。最優秀作品

に選ばれた笹原夏鈴さんは、明安
小学校で過ごした思い出を通学時
に思い出しながら、冬が近づいて
いることを31文字に詰め込みま
した。５年柴田結月さんは「６年
生の作品はどれも目標となる短歌
だった。今の自分は短歌を詠むこ
とが苦手だけど、これから言葉を
磨いていきたい」と感想を述べて
いました。
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　趣味活動での寄稿だけでなく、地域の子
どもたちに短歌に親しんでもらい、感性を
磨いてもらうための教育活動も行っている。
今回も素晴らしい作品ばかりで甲乙つけが
たく審査するのが難しかった。短歌は言い
たいことを31文字にぎゅっと詰め込むこ
とで、感動や感激を表現するもの。今回だけ
でなく引き続き言葉を磨いていってほしい。
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日本語の良さに気づき、感性を豊かに

①体言止めの結句で
余韻がより伝わると
評価された小野さん
の歌②緊張しながら
も発表する笹原さん
③山田先生による入
賞作品の解説

新庄龍山短歌会
　山田　拓　先生
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